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―  序  章  ― 
 

（1）調査目的 

 

八戸市の中小企業は、地域における雇用の創出や経済活動を支える上で重要な役

割を果たしているが、長引く景気低迷によりその経営環境は厳しい状況に置かれて

いる。そこで、本調査において市内中小企業者の取り組みや抱えている課題、行政

への要望等を適格に把握するとともに、地域に埋もれている優れた技術、製品の掘

り起こしを行い、これらの製品の競争力強化、販路拡大等、中小企業者の実態にマ

ッチした効果的な中小企業支援施策を構築することを目的として実施したもので

ある。 

 

 

（2）調査対象 

 

  本調査は、日本標準産業分類における大分類のうち、製造業に該当する中小企業、

及び製造業以外の産業分類に属しており、一部製造を行なっている中小企業につい

て対象としている。 

  

 

（3）調査方法 

 

  統計調査の他に、アンケート調査、ヒアリング調査による実態調査を行なった。 

  アンケート調査は、郵送により実施し、返送は個別に郵送、FAX により行なった。 

  ヒアリング調査については、アンケート結果の詳細な分析のために、アンケート

調査に協力いただいた 202 事業所の中から 113 事業所に対し実施した。この他、調

査期間中に市商工労政課や中小企業団体中央会に経営相談のあった7製造事業所に

ヒアリング調査を実施し、計 120 事業所を対象に調査を実施した。 

 

 

（4）調査時期 

 

  アンケート調査は、平成 19 年 5 月 11 日付けで発送、平成 19 年 7 月 6 日までの

回答期日とし実施した。      

  ヒアリング調査は平成 19年 7月 17 日から平成 20 年 2 月 14 日までに実施した。 
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―  第 1 章  ― 
 

統計調査からみる八戸市の製造業の推移 

 

 

 八戸市の製造業の推移と現状について、八戸市総合政策部調整広報課編集による

「八戸市統計書」を基に以下掲載する。 

 

 

(1) 事業所数 

 

昭和 56年から平成16年までの製造業事業所数の推移をみると、871事業所から591

事業所まで減少しており、減少率は 32.1％である。全事業所数でみると同時期に

13,165事業所から11,589事業所まで減少しており、減少率が12.0％であることから、

製造業事業所数の減少は全事業所と比較すると極めて高い状態にある。 

 

 

産業（大分類）別事業所数           （単位：年、件） 

 昭和 56 昭和 61 平成 3 平成 8 平成 13 平成 16 

総    数 

製  造  業 

13,165 

871 

13,160 

840 

13,209 

840 

13,190 

760 

12,698 

628 

11,589 

591 

 

 

注：昭和 56、61年、平成 3年は事業所統計調査。7 月 1日現在。 平成 8、13年は事業所・企業統計調査。10月１日現在。平成

16 年は事業所・企業統計調査の簡易調査。6月 1 日現在。      
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次に、市内製造業事業所数を中分類別でみると、平成 16 年では「食料品製造業」

が 169 事業所と最多であり、次いで「金属製品製造業」の 58事業所、「印刷・同関連

業」の 53 事業所と続いている。特に「食料品製造業」は、昭和 56 年から平成 16 年

までの推移をみると、半減しているにもかかわらず、製造業の中では他業種を圧倒す

る事業所数となっている。また、同期間においては、「家具・装部品製造業」、「木材・

木製品製造業」が 6割程減少している。一方、増加傾向にある業種は「一般機械器具

製造業」、「電子部品・デバイス製造業」等である。 

 

 

産業（中分類）別事業所数                     （単位：年、件） 

  昭和 56 昭和 61 平成 3 平成 8 平成 13 平成 16 

総数 871 840 840 760 628 591 

食料品製造業  338 269 254 228 182 169 

金属製品製造業  56 76 72 59 57 58 

印刷・同関連業  60 73 72 72 69 53 

家具・装備品製造業  107 99 80 57 39 44 

窯業・土石製品製造業  47 50 47 40 31 28 

衣服・その他の繊維製品製造業 27 33 39 46 31 28 

一般機械器具製造業  14 14 24 25 31 27 

輸送用機械器具製造業  48 21 18 20 22 23 

木材・木製品製造業（家具を除く）   61 50 44 39 28 23 

飲料・たばこ・飼料製造業  - 32 34 24 23 21 

パルプ・紙・紙加工品製造業  13 11 8 8 11 12 

電子部品・デバイス製造業   - - 1 - 1 12 

プラスチック製品製造業  - 9 13 14 10 10 

非鉄金属製造業   2 3 4 9 8 8 

電気機械器具製造業  10 12 31 28 22 8 

鉄鋼業  20 14 17 21 11 8 

繊維工業 10 7 14 9 4 5 

石油製品・石炭製品製造業  5 5 6 4 5 5 

化学工業  6 9 5 10 6 5 

ゴム製品製造業  2 1 3 4 3 4 

なめし革・同製品・毛皮製造業  1 - 1 1 1 1 

情報通信機械器具製造業   1 1 - - - 1 

その他の製造業  43 51 53 42 33 38 

注：昭和 56、61 年、平成 3年は事業所統計調査。7 月 1日現在。 平成 8、13年は事業所・企業統計調査。10 月１日

現在。平成 16年は事業所・企業統計調査の簡易調査。6月 1 日現在。 
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(2) 従業者数 

 

昭和 56 年から平成 16年までの製造業の従業者数の推移をみると、平成 3年には昭

和 61年より 1,315 人増加し 21,764 人となった。しかし平成 8年には 1,440 人減少し

20,324 人となり、以後減少傾向で推移している。特に平成 8 年から平成 13 年までの

間に 19.8%減少しており、全事業所数の減少率である 4.8%と比較すると著しい減少と

なっている。 

製造業の事業所数は全産業の 5％程度であるが、従業者数では全体の 14％程度を占

め、卸売・小売業、飲食店、サービス業に次ぐ高い値となっている。 

 

 

産業（大分類）別従業者数                                   （単位：年、人） 

 昭和 56 昭和 61 平成 3 平成 8 平成 13 平成 16 

総数 109,049 108,538 118,794 125,964 119,917 99,456 

農林漁業 1,589 1,537 1,542 1,218 1,195 1,206 

鉱業 351 282 166 196 302 272 

建設業 11,750 9,251 10,615 13,123 11,736 9,742 

製造業 20,064 20,449 21,764 20,324 16,310 14,021 

電気・ガス・熱供給・水道業 720 696 644 727 702 389 

運輸・通信業 7,821 8,451 9,060 9,340 9,059 8,437 

卸売・小売業、飲食店 35,076 33,698 35,483 37,809 36,842 34,886 

金融・保険業 3,141 3,268 3,397 3,452 3,062 2,701 

不動産業 1,233 1,176 1,100 1,425 1,456 1,457 

サ－ビス業 21,426 23,754 28,791 32,004 33,461 26,345 

公務 5,878 5,976 6,232 6,346 5,792 - 

 

 

 

  注：昭和 56、61年、平成 3 年は事業所統計調査。7月 1 日現在。平成 8、13年は事業所・企業統計調査。10月１日現在。 

 

製造業の従業者数推移 

0 

5,000

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

昭和 56 昭和 61 平成 3 平成 8 平成 13 平成 16 

人 



八戸市 中小企業現況調査 報告書 
 

8 

 

（1） アンケート調査結果 

 
 アンケート調査は、市内に住所を有する日本標準産業分類における製造業に該当す

る中小企業、及び製造業以外の産業分類に属しており、一部製造を行っている中小企

業658事業所を対象に、平成19年5月上旬、郵送にて実施した。以下、アンケート調査
結果について、集計分析したものを掲載する。なお、全郵送数658事業所に対して回
答があったのは202事業所、回収率は30.7%だった。 
回答があった202事業所を業種別にみると次のとおりである。 

 
 
 

回答事業所

数（a） 

回答事業所

数（a）の 

業種別割合 

事業所・企業 

統計調査の 

事業所数(b) 

事業所数(b)に

占める回答事業

所数(a)の割合

全体 202 100.0% 591 34.2% 

飲食料品・飼料 49 24.3% 190 25.8% 

縫製 6 3.0% 33 18.2% 

木材・建具 12 5.9% 67 17.9% 

紙・紙加工 8 4.0% 12 66.7% 

印刷 16 7.9% 53 30.2% 

プラスチック・生コン・砕石・墓石 28 13.9% 53 52.8% 

鉄鋼・非鉄・金属 33 16.3% 74 44.6% 

一般機械器具・電機機械器具 16 7.9% 35 45.7% 

情報通信・精密機械 2 1.0% 13 15.4% 

輸送用機械器具 8 4.0% 23 34.8% 

その他 24 11.9% 38 60.5% 

(b)の事業所数は、平成16年6月1日現在の事業所・企業統計調査の簡易調査（旧南郷村を除く）によるもので、今回のサン

プル数と整合性はない。 

 
 

（2） 項目別アンケート調査結果 

 
 前述した調査項目別にアンケート調査結果について以下掲載する。なお調査項目の

Ⅷ、Ⅸは、他の事業との関連で付随して調査を実施したものであり、本調査の目的と

は合致しない部分があるため、掲載しないこととする。 
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上記の項目（課題）に対し、 

①御社で具体的にどのような取り組みを行っているか。 

 

①マーケティング            

・米国現地法人を含め、グローバルなマーケティングを展開

する。 

・水揚げ増大の為積極的な漁船誘致を行っている。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料

製造業 

 

・親会社と競合しない新規取引先の開拓。 パルプ・紙・紙加工品製造業 

・知人等の紹介による企業訪問やダイレクトメールによるＰ

Ｒ、ふれあいの場へ積極的に参加。 

・インターネット活用を考えている。 

印刷・同関連業 

・3 ヵ年プロジェクトを立ち上げ、売上げ増大の為の施策を

管理している（今年が元年）。 

・中央会からの補助金で作成した商品パンフレットの積極活

用。 

・小ロットにおいて納期短縮、厳守。 

・新規顧客開拓、既存ユーザーとの綿密な情報交換。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造

業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮

製造業/窯業・土石製品製造業 

 

・岩手県北、十和田への売込みを図っている。 

・親会社の営業部門が受注、販拡出来るように納期・価格・

品質を重点に取り組んでいる。 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品

製造業 

・リサイクル事業への参入。 

・自然商品を色々企画し、チラシを配布。インターネットの

活用。市営バスに宣伝利用。 

・地場産品、伝統的工芸品である商品をもっと地域の人々に

知ってもらう為、ニュースレターや他地域、県外での販売を

目的とした情報収集（21あおもりｅｔｃの活用）。 

その他の製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

②人件費、家賃等のコスト面       

・要員の適正配置と効率化。 パルプ・紙・紙加工品製造業 

・昇給、賃上げ停止、給与不支給、賃金カット等による人件

費の抑制。諸経費の見直し削減。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 
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③資金面                

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

④労働力の確保、⑤人材育成 

・労働者が高齢になる中で若い人材が不足している。 食料品製造業/飲料・たばこ・飼料製造業 

・従業員に対し、技能検定、資格検定等の情報を提供し、希

望者には積極的に検定等を受検させている。 

木材・木製品製造業/家具・装備品

製造業 

・ここ数年の退職者に対し、若返りを図る。考える職場、創

造する職場へと育成を考えている。 

・経営成長プログラムの運用。 

パルプ・紙・紙加工品製造業 

・人材については閑散期にスキルアップにつながる課題を消

化させる。 

印刷・同関連業 

・社員の高齢化もあり若手採用枠を確保している。 

・若年代の資格取得。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造

業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮

製造業/窯業・土石製品製造業 

・定期、継続的採用となる教育の実施。 鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品製造業 

・労働力の確保、残業、休日出勤等削減し作業員数を増やし

パート、アルバイト、短時間でも積極的に雇用している。 

・各機関への人材確保の相談、本社への研修活動。 

・教育、講習への参加を重点に行っている（従業員）。 

一般機械器具製造業/電気機械器具

製造業 

 

・資格試験及び講習会参加等。 

・資格取得の推進。 

輸送用機械器具製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資金面の安定を図るべくＭ＆Ａを考慮に入れた長期計画

を組んでいる。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料製

造業 
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⑥新製品開発 

・海水氷の研究。 

・今までコスト・人件費等の理由から対応してこなかった分

野の仕事や新商品開発にも重点を置いて取り組んでいる。 

・開発部門の他、営業、製造を含めた会社の組織の横断的な

商品開発チームを組織して検討。 

・創造性のある新商品開発。 

・商品開発の充実、品質管理の強化。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料

製造業 

 

・単なる砕石生産ではなく、新商品を開発し商品を出荷して

いく。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業 

・ユーザーからの新仕様に対応すべく開発～試作にも力を入

れている。 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品

製造業 

・プロジェクトを組み新商品開発に努力している。 一般機械器具製造業/電気機械器具製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

⑦仕入、外注費の原価上昇、⑧受注単価、販売単価の低下 

・すべて手作りで製造している為、製造員のスピードアップ

と効率よく作業する為の準備を徹底。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料

製造業 

・経費の削減に努めている。 木材・木製品製造業/家具・装備品製造業 

・作業の合理化、経費等の見直し。 

・仕入れ、外注については見積りをなるべく取り検討する。 

・不良品を出さない。 

・受注単価の低下の為に、お客様に値上げの要請をしている。 

印刷・同関連業 

・原価のコスト削減に伴う協力会社との話し合い。 

・適正価格での売上げについて話し合いを各社と行いたいが

まだ出来ていない。 

・同等品などを持つメーカーからの会見積り。 

・技術向上による時間的コスト削減。 

・徹底したコスト削減。 

・原価管理の徹底。 

・徹底したコスト削減。 

・原価管理の徹底。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造

業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮

製造業/窯業・土石製品製造業 

 

・鋼材の上昇に伴い工事原価に直接影響が出る為、ロスが出

来ないよう努力している。受注単価低下により粗利が少な

い。 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品

製造業 
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・密な情報収集と購入価格対応、在庫調整。 鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品製造業 

・コストの削減に努めている。 一般機械器具製造業/電気機械器具製造業 

・売り上げ単価への上乗せ。 その他の製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

⑨設備投資 

・塩釜の本社工場を含め、中期的な展開において実現してい

く。 

・製造工場の老朽化の為、衛生管理のできる工場の確保（リ

フォーム等）検討中。 

・設備も旧くなってきている中で、燃料や材料の価格が上が

り始めているため、ある程度資金を投入し効率化する。 

・衛生面及び作業効率を図る為の設備の導入。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料

製造業 

 

・設備については 5年以内にＤＴＰのシステムを総入れ替え

の予定であり、資金繰りについて金融機関に相談中。 

印刷・同関連業 

・現行法を見直し、ムダな工法等コストを下げ、生産性を向

上させる方策と設備改造、新設備導入を日常考えている。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業 

・新工場、新設備を計画中。 鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品製造業 

・平成 20、21年の設備投資計画を策定中。 情報通信機械器具製造業/電子部品・デ

バイス製造業/精密機械器具製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

（2）行政に求める施策等 

・青森県内に海外・他県から収益を得てくる企業に対し、具

体的な支援策を打ち出して欲しい。 

・さば、いわし、いか等の資源確保。 

・施網船への資金補助。 

・八戸魚市場の衛生面の強化。 

・緩やかなインフレの推進誘導。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料

製造業 

 

・外国人労働者の規制解除。 繊維工業/衣類・その他の繊維製品製造業 

・経営者の経営責任を重視した経営者研修の開催。 

・石油に関する税金の引下げ。 

パルプ・紙・紙加工品製造業 

・各種支援事業（マーケティング・技術開発）の充実。 

・県内若年層の人材育成、研修制度への取り組み。 

・人材育成･･･義務教育期間内で（忍耐、責任感、整理整頓

が出来るような）家庭内のしつけを指導させるような施策。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造

業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮

製造業/窯業・土石製品製造業 
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・空き工場の情報提供。 

・市内県内の製造業加工業のＰＲの場としての展示会等の開

催。 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品

製造業 

・銀行が資金の貸し渋りをしている為、中々会社の運転資金

を調達できない。資金面での支援をお願いしたい。 

・地域企業に対しても誘致企業などに行う開発許可の緩和な

ど容易に事業拡大が可能な施策。 

その他の製造業 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 

 

行政に対する自由意見 

・八戸をもっと県内外に売り込め。 

・国際的な原料価格の大幅上昇継続や、設備の老朽化による

修繕、消耗品費の増加がコスト圧迫要因としてのしかかるが

それを吸収できる売上げ増加が期待できない。人件費等の経

費圧迫もほぼ限界となっており、打つ手が無いのが実情であ

る。 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼料

製造業 

 

・今後人材育成をしたいと思うが縫製しようと思う人が入っ

てこない。入ってきても育成までには人件費その他コスト面

で小企業が追いつかない。 

繊維工業/衣類・その他の繊維製品

製造業 

・外国の資源に頼らない。自国での資源を利用した従来から

の容器、家作りについて、国をあげて取り組まないと、林業

がだめになる。 

・間伐材の利用方法の拡大を図る必要がある。燃料、容器、

その他。 

・地元の企業が活性化するのが一番。 

木材・木製品製造業/家具・装備品

製造業 

・原材料等、一斉に値上げしてきたがそれを消費者に転嫁で

きない状況である。値上げに踏み切ればお客様をなくしてし

まう。今まで無かった見積等値段は、毎年下がってきている。 

・銀行の審査が厳しくなってきていて、借入が困難になって

きている。 

・八戸市の入札に参加しているが物件数も物件あたりの部数

も減っている。予算枠が小さく落札できる会社が無い物件も

増えている。私共社員も納税者であることを考慮頂きたい。

税金の無駄遣いはもっての他だが”かかるものはかかる”の

が金の流れを生み出すことを忘れて欲しくない。 

印刷・同関連業 
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・入札の際には市内に本社がある事業者を優先で考えて欲し

い。 

・設備等ない業者は、見積入札に入れて欲しくない。地元受

注をお願いしたい。少し金額が大きい印刷物の入札になると

他県市外の業者を入れるため採算の取れそうも無い金額で

応札し困る。青森市役所へ指名を出しても市外の業者は入札

等に呼ばれることは無い。 

・行政関係の受注単価の低下を少なくして欲しい。 

・八戸市が将来大幅に赤字になるのがわかっているならば、

市内の業者を育てる施策と職員の給与見直しが一番大切な

事と思う（安ければよいだけの入札、見積もりの是正）。 

・市独自による印刷機器の導入により地域業者に発注する印

刷物件が減少、税金は徴収しても発注はしない。このような

行政の有り方に危惧の念が残る。 

・官公庁の仕事だけでも地元発注でお願いしたい。 

印刷・同関連業 

 

・公共工事削減により、今後希望が持てなくなっている。合

理化の数字以上に売り上げ量、売り上げ単価の減が進んでい

る。業界全体が死に体となっている。 

・各種支援事業（マーケティング・技術開発）の充実。 

・八戸の仕事は八戸市内の業者がやるべき。内需拡大を目指

すべき。 

・中央からの大企業（基幹産業）の誘致を積極的に進めて欲

しい。地元の中小企業が勉強、努力してこれらを支え、共に

発展、繁栄をし、八戸市と地域周辺を豊かにする役目を果た

したい。 

・行政は予算が無いということで平気でカットするが、企業

とすれば採算が合わないところまできている。（ここ数年受

注額が下降するばかり）公務員の賃金、賞与等もっと見直す

必要があると考えられるし、なんにしても税収減による予算

削減の考え方から根本的に考え直す必要がある。 

・行政がリサイクルを推進し、設計に採用しているのでどう

しようもない状態。 

・品質管理が行き届いた製品を優先使用していただきたい。

過当競争により安価が先行し、きちんとした製品よりも安価

に仕上げた不良製品横行が心配される。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造

業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮

製造業/窯業・土石製品製造業 
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・建築・土木の工事の入札で不調落札はやめてもらいたい。 

・市や県の工事、発注においてリサイクル材（再生砕石）の

使用もやむを得ないが、鉱澤の使用はやめて欲しい（設計に

入れない）と思う。工事において鉱澤の使用は 9割となり砕

石業者としては死活問題である。 

・大手企業の地元製造業の製品を使って頂けるように。輸入

品規制など。 

・景気がよくなることに伴う発注物件の増加。 

・リサイクル材の推進も必要だと思うが、バージン砕石業者

の重要性を理解し砕石の使用をお願いしたい。 

・市内建設業者の不振が業績に即反映されるから公共事業の

発注増を要望する。 

科学工業/石油製品・石灰製品製造

業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮

製造業/窯業・土石製品製造業 

 

・工事用地の取得費が高すぎる。 

・建設に係る予算をカットしないで欲しい。 

・地産地消の推進（鉄鋼）。 

・中小企業に対し金融機関からの借り入れが難しい。行政か

らも働きかけてもらいたい。 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品

製造業 

 

・新しい技術の取り組み、試作等しているが、市場として見

た場合、知的所有権等の問題があり難しい。 

・制度資金（高度化資金）の規制緩和～1 社でも使えるよう

にする。 

・最高労働時間、有給休暇等を定めず勤務や労働したい人に

対しては自由にさせればいい。 

・人材、資金等の情報公開。 

一般機械器具製造業/電気機械器具

製造業 

・全年齢に対応した、利用しやすい助成制度。 輸送用機械器具製造業 

・青森県、特に八戸市の不景気は長期にわたり、私達は厳し

い会社経営を強いられている。建設業がこれほど不況で先が

見えない状態が続く中、どういう風に会社経営を継続してい

けば良いか。 

・地域の工芸品を観光と結びつけた施設、イベントの企画。

どの工芸品の形、模様、色、素材にはその土地でなければ発

生しなかった「理由」が必ずあります。それと商品（作品）

そしてそれを育くんだ土地の空気を一度に体現できる空間

があればいいと思う。 

その他の製造業 

 

（回答についてはアンケート内容をそのまま掲載） 
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【ヒアリング調査項目】 

 

Ⅰ （1）現況について  

（2）現況の要因となっているもの、それに向けた具体的な取り組みに 

ついて 

 

Ⅱ  主な取引先相手について （過去～現在～今後） 

 

Ⅲ （1）強みのある技術、自社商品、製品について 

  （2）新商品を含め、今後の自社製品の展開について 

（3）地域団体商標・商標登録・地域資源活用プログラムに対しての 

    意向について 

 

Ⅳ （1）経営課題について  

   （2）経営課題対策で「これまで利用したことのある支援制度・時期・ 

効果」、「利用を検討した支援制度」、「行政へ要望する制度」について

  （3）経営課題対策で、重視する情報収集の媒体、相談相手について 

 

Ⅴ （1）今後の事業展開について 

    （2）今後の事業展開で支障となっていることについて 

  （3）事業展開で「これまで利用したことのある制度・時期・効果」、 

   「利用を検討した支援制度」、「行政へ要望する制度」について 

 

Ⅵ  雇用について （過去～現在～今後） 

 

Ⅶ  その他・行政への要望について 

 

―  第 3 章  ― 
 

ヒアリング調査からみる八戸市の製造業の現状と課題 

 

 

 先に述べたとおり、ヒアリング調査はアンケート結果の詳細な分析のために、アン 

ケート調査に協力いただいた202事業所の中から113事業所に対し実施した。この他、 

調査期間中に市商工労政課や中小企業団体中央会に経営相談のあった7製造事業所に 

ヒアリング調査を行い、計 120 事業所を対象に調査を実施した。ヒアリング調査項 

目は以下のとおりである。 
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 ヒアリング調査を実施した 120 事業所を業種別にみると次のとおりである。 

 

 
ｱﾝｹｰﾄ回答

事業所数

（a） 

回答事業所

数（a）の 

業種別割合 

ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査

事業所数（b） 

ｱﾝｹｰﾄ回答事業

所数(a)に占め

るﾋｱﾘﾝｸﾞ事業所

数(b)の割合 

全体 202 100.0% 120 59.4% 

飲食料品・飼料 49 24.3% 34 69.4% 

縫製 6 3.0% 4 66.7% 

木材・建具 12 5.9% 4 33.3% 

紙・紙加工 8 4.0% 6 75.0% 

印刷 16 7.9% 12 75.0% 

プラスﾁック・生コン・砕石・墓石 28 13.9% 16 57.1% 

鉄鋼・非鉄・金属 33 16.3% 21 63.6% 

一般機械器具・電機機械器具 16 7.9% 13 81.3% 

情報通信・精密機械 2 1.0% 3 ※ 

輸送用機械器具 8 4.0% 2 25.0% 

その他 24 11.9% 5 20.8% 

※ 情報通信・精密機械については、アンケート対象企業の他に、調査期間中、市商工労政課や中小企業団体中央会へ

経営相談のあった事業所（製造業）を含む。 

 

 

（1） ヒアリング調査結果 

 

アンケートの結果では、昨年度、今年度と業績が回復（前年比売上 10％前後増）し、

新規雇用検討中の企業も散見されたが、ヒアリングの結果、必ずしも現況を楽観視で

きない実態が見えてきた。 

一言で総括すると、現況は「下り階段の踊り場」にあると表現できる。 

つまり、昨年、今年の業績回復は長期不況後の調整局面（＝「踊り場」）と見るべ

きであり、企業の経営体力回復や業務拡大、地域の経済構造改善に至っていると判断

するには尚早といえる。全体としては、むしろ縮小均衡の状態にある。今後、調整局

面を越えると、業績悪化（＝「下り階段」）に移行する可能性のある業界・企業も少

なくない。 

 

理由は次のとおりである。 
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③地場企業と誘致企業がつながっていない 

 

○ 誘致企業（北インター工業団地、桔梗野工業団地）と地場企業との取引関係

は希薄である。 

・ 誘致企業は本社の取引先の好調に支えられ売上が増加している。 

・ 誘致企業が誘致を呼ぶ好循環もみられ、関連工場の誘致や派生、投資・雇用

確保に意欲的な企業もある。 

・ 仕入、外注ともに地場企業と誘致企業との取引は少なく、現状では地場企業

への波及効果は限定的。 

 

誘致企業サイド 

・ 八戸は製造管理のみとなっている。（仕入は本社マターである。仕入・外注先

を開拓する動機が希薄である） 

・ 利益率を高めるため、内製化率を高める戦略である。→積極的な設備投資を

し、外注を減らしている。 

・ 地場企業との取引に、子会社は消極的であるが、ベンチャー系企業は前向き

である。 

・ 地場企業との取引を試みたものの、「外注に対応できる技術を持った地場企業

や納期に対応できる地場企業が少ない」、「想定している見積額と地場企業の

見積額に大きな相違がある」と言った声もある。 

 

地場企業サイド 

・ 取引規模が違いすぎて、設備投資など地場企業にとってはリスクが大きい。

・ 「機械関連企業が少ない」、「塗装技術が高い企業がない」等、産業集積上の

問題がある。 

・ そもそも積極的に誘致企業に対し営業していない。接点となる機会がない。
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（2）業種別ヒアリング調査結果 

 

全体の傾向を踏まえ、ヒアリング調査の結果に基づいて、業種別の傾向を以下のと

おりにまとめた。 

尚、ヒアリング調査を快諾いただいた事業所の業種的な偏りや事業所数、地域経済

への影響度、傾向の類似などに鑑み、以下の業種別に整理した。 

 

①水産加工業 

②その他食品加工業 

③飼料・肥料製造業 

④包装・容器製造業 

⑤鉄鋼・金属加工業、建築資材製造業 

⑥印刷業 

⑦生コン・砕石、墓石、化学工業 

⑧木工業 

⑨衣類・縫製業 

⑩一般機械器具・電気機械器具・情報通信機械器具製造業 

⑪輸送用機械器具製造業 

⑫その他の製造業（都市ガス、伝統工芸、印章） 

 

したがって、24 ページの表の分類とは必ずしも一致しないことをご了解いただきた

い。 

 

 

①水産加工業 

 

○ 漁業のみならず、水産加工業もイカ、サバに特化している。 

・ 主力商品はイカ、サバの冷凍・冷蔵品、サバ加工商品（しめさばなど）であり

イカ、サバの漁獲高と水産加工業者の売上が比例している。 

・ 漁獲高の多寡が業績に直結している（水揚高はピークの 1/6、変動は大きい）。 

  また、包装・設備・他食品産業等他の産業にも影響が大きい。 

・ イカ、サバに特化した商品展開のため、低コストでの大量生産に向いている。

この点が八戸の水産加工業の競争力の源泉になっているが、反面、多品種・高

付加価値生産に対応することが難しい構造ができあがっており、評価の分かれ

るところである。 

・ 水産資源の枯渇を不安視する声もある（特にサバ）。大量生産構造にとって、

原料の不安定化は致命的。 
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・ サバは、アジア、アフリカ、中東方面への輸出がすすんでいる。ただし、用途

（食用、加工用、飼料用など）については、ヒアリングでは把握できなかった。 

・ 水産飼料会社（水産加工廃棄物処理事業者）の存在が八戸の水産加工産業の不

可欠な基盤のひとつになっているが、経営体力・資金力に課題があり、継続的

なウオッチが必要である。 

・ 魚市場改革に期待する声が多い。また、魚種の多様化、漁船誘致による産地間

競争への対応などの要望がある。 

 

 

□ Case1  ＩＴ企業の資本参加で資金力・財務体質を強化 

 

Ａ社は健康食品や水産物の通信販売を行う上場企業の傘下にある IT 企業から増

資を受け、自己資金力を強化した。経営合理化を行うことで、低利融資をしてくれ

る都銀にメインバンクを変更し、「買い負け」しない財務体質を築いている。 

 

 

□ Case2  産学連携で消費者向け商品の自社ブランド化 

Ｂ社は地元の大学と連携し、八戸前沖の太平洋で漁獲されたサバをブランド化す

試みを進めている。脂の乗り具合などを数値で示した無添加のシメサバの開発を行

っており、既に九州のデパートで販売を開始している。 

 

 

 

②その他食品加工業 

 

○ 一部を除いて、ほとんどが零細企業である。 

・ 醤油製造など、地域から消滅する可能性のある分野もある。 

・ 水産加工業などへの原料（調味液）供給している。漁獲高の多寡が売上に直結

している。 

・ 豆腐製造が多い。消費者への宅配や自社店頭販売のみの小規模事業所である。 

・ 地サイダーで首都圏・関西圏でブレイクも、製造規模が小さく大量供給できな

い。 

・ 製造技術はあるが、販路開拓・研究開発する資金や人材は乏しい。そのため、

消費者に直結する産業分野であるが、消費者ニーズに応えられない部分も多い。 

・ 原料価格・燃料価格の高騰に直面している。商品売価に転嫁できない。 
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④包装・容器製造業 

 

・ 取引相手は食品（特に水産加工業）がメインとなっている。水産業の業績が包

装・容器製造（卸）業の業績に直結している。 

 ・ 製造をやめ、関東に県外同業他社と共同仕入施設を投資し、卸業のみに特化し

た企業もある。 

 ・ 顧客ニーズや新技術・商品の情報（素材メーカーやプラントメーカーからの情

報）を元に、顧客への提案営業・商品開発をおこなっている企業もある。例え

ば、農業では芽止めニンニクパッケージ、水産業では高度衛生管理プラント及

びパッキングなど。 

 ・ 取引先業界の情報が集積している。 

 ・ 県外への営業網の拡大や、県外企業との提携により、経営力を強化している。 

 ・ 総じて経営者（幹部）の意識が高い。 

 

 

□ Case4  顧客満足・提案型営業 

Ｅ社は一部水産加工会社の生産ラインの新設（高度衛生管理・輸出対応）に対し

て、設備やライン、パッケージ、荷姿など、プラントメーカーの知恵も使いながら、

提案している。水産業界や製造機械、パッケージ素材・デザイン等の情報が集積し

ており、業界へのコンサルタント的な機能を果たしている。 

 

 

⑤鉄鋼・金属加工業、建築資材製造業 

 

・ 公共事業の落ち込みと民間需要の伸び悩みにより長期の業界不振に陥っている。 

・ 業績の回復がみられる企業もある。（４つのパターン：①が多い） 

   ①企業淘汰がすすみ、他社の仕事がまわってきた（縮小均衡） 

   ②関東等からの仕事の受注 

   ③地元好調企業の下請企業 

   ④独自技術を活かした経営 

・ 地元（県内、県南）唯一の技術や業態であるにも係わらず、業績が悪化の企業も

ある。また、地域に営業範囲がとどまっている企業であっても、技術力・寡占状

態を十分活かし切れていない。 

・ 零細企業が製造業の集積基盤を形成しており、多階層の下請構造となっている。 

・ 市街化調整区域でやむなく営業している事業所もある。 

・ 公共事業が域外に流出しているため、発注・入札方法の再考を求める声が多い。 
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⑨衣類・縫製業 

 

・ 高級婦人服が主力商品。付加価値部分であるデザイン・企画・マーケティング

は大手アパレルメーカーがおこなっており、販売・原料仕入れは本社調達で、

八戸では加工賃のみの縫製工場。そのため、近年、加工賃の圧縮傾向が続いて

おり、利益減少。縫製工場の海外移転がすすみ、競争が激化。技術力はあるが、

加工賃に反映されにくい状況である。 

・ 低賃金であるため、扶養女性労働力や外国人労働力（研修者制度を活用）に頼

らざるを得ない。熟練技術者が不可欠（直接に生産効率に直結）も、ご主人の

転勤や研修生の帰国などで確保・維持が難しい。 

 

 

⑩一般機械器具・電気機械器具・情報通信機械器具製造業 

 

・ 多くが、桔梗野工業団地や北インター工業団地への誘致企業。 

・ 誘致企業は本社の取引先の好調に支えられ売上が増加している。また、誘致企

業が誘致を呼ぶ好循環もみられ、関連工場の誘致や派生、投資・雇用確保に意

欲的な企業もある。 

・ しかしながら、仕入、外注ともに地場企業と誘致企業との取引は少なく、現状

では地場企業への波及効果は限定的（前述）。 

・ また、設備投資への資金需要が旺盛な事業者ほど、県外の金融機関から資金調

達する傾向にある。「お付き合い」の面から地元金融機関からの融資も受ける

ものの、融資条件・柔軟性の面で課題がある模様。 

・ 部品生産や半製品生産の受託工場が多く、納品先、完成品の販売、原材料の仕

入れなどは本社やアッセンブラーからの指示に従う形になっている。 

・ 特殊技術や生産規模の集中のため、製品（部品・半製品）の市場シェアが高い

企業も散見される。 

・ 研究開発も県外の関連企業でおこなっている場合が多い。研究開発部門を八戸

に立地する場合、高度人材の確保、関連産業の集積の面で、課題が多い。 

・ 特に工業系の人材について採用意欲が旺盛だが、首都圏・中京圏の好況による

人材流出のため、思ったような採用ができないとの指摘が多かった。大学・専

門学校の教員とのつながりを持ちたいとの声もある。 

・ 地場企業は、他の地場企業との取引関係が強い。ただし、特定の取引先からの

受注の占める割合が高く、事実上の下請けに近い。 

 

 

 

 

 



八戸市 中小企業現況調査 報告書 

 

36 

 

 

⑪輸送用機械器具製造業 

 

・ 造船業は好況。ケミカルタンカーを造船している。５～６年先まで受注が決ま

っている。敷地が手狭になったのと、内製化をすすめるために、工場の増設（県

外）を予定。 

・ 原材料はほとんどが地域外。また、下請けは発注先も県外がほとんど。現在市

内で取引があるのは配管鍍金のみ（地場産業との接点が少なく、好況の波及効

果に乏しい）。 

・ 生産力増強により、増員計画あり。新卒採用など。人材育成が課題。 

 

 

⑫その他の製造業（都市ガス、伝統工芸、印章） 

 

・ 都市ガスの製造・販売事業は、高カロリー・低コストの天然ガスに切り替えを

すすめている。設備投資や切り替え作業の人件費の追加的なコスト、営業展開

の遅れなどから、短期的には採算は悪化する見込み。 

・ 八戸地域の都市ガスのシェアは３５％程度で、全国的にも低い方。ガス・電気・

石油などのエネルギー規制緩和がすすみ、業態の垣根が下がっていることもあ

り、プロパンガス、電力との競争が激しさを増している。 

・ 市民生活に不可欠なライフラインであり、社会資本であるので、災害時の対応

など、行政との連携体制も強化していきたい、とのこと。 
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（3）行政への要望 

 

要望 業種 

八戸せんべい汁の早期ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ

化 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

ｲｶ、ｻﾊﾞ、地ｻｲﾀﾞｰ、三島の湧

水のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

水産資源買い負けへの対策／ 

水産資源のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

水産資源のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

地域ブランド 等 

地産地消の推進 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

専門知識（安心・安全・衛生

管理） 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

専門技術（溶接） 
輸送用機械器具製造業 

 

専門知識やセミナーの開催 
印刷・同関連業 

 

パルプ・紙・紙加工品製造業

 離職予防／若年者定着率の向

上 鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

広い業界知識 
パルプ・紙・紙加工品製造業

 

低コスト工法や生産性向上を

考えられる人材 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

人材育成 

全般 
鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

専門知識 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

 
印刷・同関連業 

 

（ソフトプログラマー）
一般機械器具製造業/電気機

械器具製造業 

 
情報通信機械器具製造業/電子部品・デ

バイス製造業/精密機械器具製造業 

人材確保 

 

専門技術 
輸送用機械器具製造業 
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要望 業種 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 
後継者 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

外国人研修生、低賃金労働者
繊維工業/衣類・その他の繊維

製品製造業 

木材・木製品製造業/家具・装

備品製造業 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 
若手 

一般機械器具製造業/電気機

械器具製造業 

  

若手への技術継承 
木材・木製品製造業/家具・装

備品製造業 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

印刷・同関連業 

 
支援制度の積極的なＰＲ 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

ＨＰに補助金だけの項目を設

定 
パルプ・紙・紙加工品製造業

空工場の情報提供 
鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

情報 等 

市のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞとﾘﾝｸし、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞな

ど地元企業と接点ができる場の提供 

一般機械器具製造業/電気機

械器具製造業 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

パルプ・紙・紙加工品製造業

 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

新規ではなく生産設備更新費

用 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製

品製造業 

食料品製造業/飲料・たばこ・飼

料製造業 

資金面 等 

メンテナンス費用 
印刷・同関連業 
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要望 業種 

一般機械器具製造業/電気機

械器具製造業 
研究開発資金 

情報通信機械器具製造業/電子部品・デバイス

製造業/精密機械器具製造業 

雇用奨励金の充実 
一般機械器具製造業/電気機

械器具製造業 

  

  

  

  

零細企業が技術を活かす場として

低価格な事業用地の貸付制度 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 
販路拡大 

印刷・同関連業 

 

マーケティング 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

販路支援 他 

農水産業のニーズ調査 
パルプ・紙・紙加工品製造業

 

船の誘致 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

魚市場統合 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

魚市場衛生面強化 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

魚市場関係 

漁港の巡回（保安） 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

地場企業と連携するためのｺ-

ﾃﾞｨﾈｰﾄ支援 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 
企業誘致推進・地場企業と連

携するための体系支援 

   （荷受業者の誘致）
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

表面処理加工を必要とするﾚ

ﾍﾞﾙの企業誘致 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 
誘致企業の留置策 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

誘致企業関係 

誘致企業の発注を地場企業の

おとす仕組 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 
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要望 業種 

  
誘致企業とその他（地場企業、誘致

企業）との情報交換等の場の提供 

一般機械器具製造業/電気機

械器具製造業 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業
公共工事の増加 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製

品製造業 

使う側に立った公共施設の建

築 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製

品製造業 

大型ＳＣ許可による民需増加
科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

公共事業関係 

地元企業への外注の増加 
印刷・同関連業 

 

地元企業ができることは地元

企業に発注するなど発注方法

の見直し 

印刷・同関連業 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

 
鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製

品製造業 

（地元企業の育成） 
一般機械器具製造業/電気機械

器具製造業 

印刷・同関連業 

 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

ダンピング業者・市外業者の

排除、最低価格の明確な根拠

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製

品製造業 

入札関係 

職員が見積書の内訳を把握す

ること 
印刷・同関連業 

小規模事業者が入居できる農

工団地の設置 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 
ハード面 等 

工場前が大雨時に水溜りにな

るため水害対策 

木材・木製品製造業/家具・装

備品製造業 

国外県外から外貨をもたらす

企業への支援策 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 
海外進出面 等 

日中の官官による支払保証制

度の創設 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 
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要望 業種 

  
海外進出の際の実務的な相談

窓口の開設 

繊維工業/衣類・その他の繊維

製品製造業 

一次産業（畜産）の振興 
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

全般的に利用者の立場に立っ

た施策 

食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

日曜朝市等による地域活性化
食料品製造業/飲料・たばこ・

飼料製造業 

株式や贈与税など円滑な事業

継承支援 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

地元企業に対し、地場企業の製品を

扱ってくれるような働きかけ 

科学工業/石油製品・石灰製品製造業/プラスチック製品製造業/ゴム

製品製造業/なめし皮･同製品・毛皮製造業/窯業・土石製品製造業

後継者がいない企業の技術力を地

域に残せるような制度 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属製品

製造業 

市街化調整区域の緩和 
鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

リサイクル業界における地産

地消 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

他分野企業と連携するための

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ支援 

鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

BtoB 商談会の開催 
鉄鋼業/非鉄金属製造業/金属

製品製造業 

説明不足な行政指導を見直し、企業がそれに対応で

きるよう応援する仕組づくり 

一般機械器具製造業/電気機械器具

製造業 

産学官連携事業の拡充 
情報通信機械器具製造業/電子部品・デ

バイス製造業/精密機械器具製造業 

北インター工業団地までの公

共交通機関の整備 

情報通信機械器具製造業/電子部品・デ

バイス製造業/精密機械器具製造業 

中心市街地活性化 
その他の製造業 

 

消費生活問題に対する注意喚

起の機会の提供 
その他の製造業 

災害時での行政との連携シス

テム 
その他の製造業 

八幡馬への関心が高まる取組
その他の製造業 

 

その他 

伝統工芸品と観光を結びつけ

た施設やｲﾍﾞﾝﾄの企画 
その他の製造業 

 



 
 
 
 
 
 

― 参 考 資 料 ― 



1 食料品製造業
Ａ 畜産食料品製造業
B 水産食料品製造業
Ｃ 野菜缶詰・果実缶詰・農産保存食料品製造業
Ｄ 調味料製造業

E 糖類製造業

F 精穀・製粉業
Ｇ パン・菓子製造業
Ｈ 動植物油脂製造業
Ｉ　その他の食料品製造業

2 飲料・たばこ・飼料製造業
Ａ　清涼飲料製造業
Ｂ　酒類製造業
Ｃ　茶・コーヒー製造業
Ｄ　製氷業
Ｅ　たばこ製造業
Ｆ　飼料・有機質肥料製造業

3 繊維工業（衣類、その他の繊維製品除く）
Ａ　製糸業
Ｂ　紡績業
Ｃ　ねん糸製造業
Ｄ　織物業

Ｅ　ニット生地製造業

Ｆ　染色整理業
Ｇ　縄・網製造業
Ｈ　レース・繊維雑品製造業
Ｉ　その他の繊維工業

4 衣類・その他の繊維製品製造業
Ａ　織物製（不織布製及びレース製を含む）外衣・シャツ製造業（和式を除く）
Ｂ　シャツ製外衣・シャツ製造業
Ｃ　下着類製造業
Ｄ　和製製品・足袋製造業
Ｅ　その他の衣類・繊維製品身の回り品製造業
Ｆ　その他の繊維製品製造業

5 木材・木製品製造業（家具を除く）
Ａ　製材業、木製品製造業

Ｂ　造作材・合板・建築用組立材料製造業

Ｃ　木製容器製造業「竹、籐を含む）
Ｄ　その他の木製品製造業（竹、籐を含む）

6 家具・装備品製造業
Ａ　家具製造業
Ｂ　宗教用具製造業
Ｃ　建具製造業
Ｄ　その他の家具・整備品製造業

7 パルプ・紙・紙加工品製造業

Ａ　パルプ製造業 Ｇ　その他のパルプ・紙・紙加工品製造業
Ｂ　紙製造業
Ｃ　加工紙製造業
Ｄ　紙製品製造業
Ｅ　紙製容器製造業
Ｆ　その他のパルプ・紙・紙加工品製造業

8 印刷・同関連業

Ａ　印刷業
Ｂ　製版業
Ｃ　製本業・印刷物加工業
Ｄ　印刷関連サービス業

1

2

3

4

5

参考資料（１）　　日本標準産業分類　大分類　Ｆ-製造業

 



9 科学工業
Ａ　化学肥料製造業
Ｂ　無機化学工業製品製造業
Ｃ　有機化学工業製品製造業
Ｄ　化学繊維製造業
Ｅ　油脂加工製品・石鹸・合成洗剤・界面活性剤。・塗料製造業
Ｆ　医薬品製造業
Ｇ　化粧品・歯磨・その他の化粧用調整品製造業
Ｈ　その他の化学工業

10 石油製品・石灰製品製造業
Ａ　石油精製品
Ｂ　潤滑油・グリース製造業「石油精製業によらないもの）
Ｃ　コークス製造業
Ｄ　舗装材料製造業
Ｅ　その他の石油製品・石灰製品製造業

11 プラスチック製品製造業（別掲を除く）
Ａ　プラスチック板・棒・管・継手・異形押出製品製造業
Ｂ　プラスチックフィルム・シート・床材・合成皮革製造業
Ｃ　工業用プラスチック製品製造業

Ｄ　発泡。強化プラスチック製品製造業

Ｅ　プラスチック成形材料製造業（廃プラスチックを含む）
Ｆ　その他のプラスチック製品製造業

12 ゴム製品製造業
Ａ　タイヤ・チューブ製造業
Ｂ　ゴム製・プラスチック製は着物・同付属品製造業
Ｃ　ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴム製品
Ｄ　その他のゴム製品製造業

13 なめし皮・同製品・毛皮製造業
Ａ　なめし皮製造業
Ｂ　工業用革製品製造業（手袋を除く）
Ｃ　皮製履物用材料業・同付属品製造業
Ｄ　皮製履物製造業
Ｅ　皮製手袋製造業
Ｆ　かばん製造業
Ｇ　袋物製造業
Ｈ　毛皮製造業
Ｉ　毛皮製造業
Ｊ　その他のなめし皮製製造業

14 窯業・土石製品製造業
Ａ　ガラス・同製品製造業 Ｈ　骨材・石工品等製造業
Ｂ　セメント・同製品製造業 Ｉ　その他の窯業・土石製品製造業
Ｃ　建設用粘土製品製造業
Ｄ　陶磁器・同関連製品製造業
Ｅ　耐火物製造業
Ｆ　炭素・黒鉛製品製造業
Ｇ　研磨剤・同製品製造業

15 鉄鋼業
Ａ　製鉄業
Ｂ　製鋼・製鋼圧延業
Ｃ　製鋼を行わない鉄材製造業
Ｄ　表面処理鋼材製造業
Ｅ　鉄素形材製造業

Ｆ　その他の鉄鋼業

16 非鉄金属製造業
Ａ　非鉄金属第一次製錬・精製業
Ｂ　非鉄金属第二次製錬・精製業（非鉄金属合金製造業を含む）
Ｃ　非鉄金属・同合金圧業
Ｄ　電線・ケーブル製造業
Ｅ　非鉄金属素形材製造業
Ｆ　その他の非鉄金属製造業

17 金属製品製造業

6

7

 



Ａ　ブリキ缶・その他めっき板等製品製造業
Ｂ　洋食器・刃物・手道具・金物類製造業
Ｃ　暖房装置・配管工事用付属品製造業
Ｄ　建設用・建築用金属製品製造業
Ｅ　金属素形材製品製造業
Ｆ　金属被覆・彫刻業・熱処理業
Ｇ　金属性製品製造業
Ｈ　ボルト・ナット・リベット・子ねじ・木ねじ等製造業
Ｉ　その他の金属製品製造業

18 一般機械器具製造業
Ａ　ボイラ・原動機製造業
Ｂ　農業用機械製造業
Ｃ　建設機械・鉱山機械製造業
Ｄ　金属加工機械製造業

Ｅ　繊維・機械製造業

Ｆ　特殊産業用機械製造業
Ｇ　一般産業用機械・装置製造業
Ｈ　事務用･サービス用・民生用機械器具製造業
Ｉ　その他の機械・同部分品製造業

19 電気機械器具製造業
Ａ　発電用・送電用・配電用・産業用電気機械器具製造業
Ｂ　民生用電気機械器具製造業
Ｃ　電球・電気照明器具製造業
Ｄ　電子応用装置製造業
Ｅ　電気計測器製造業
Ｆ　その他の電気機械器具製造業

20 情報通信機械器具製造業

Ａ　通信機械器具・同関連機械器具製造業

Ｂ　電子計算機・同付属装置製造業
21 電子部品・デバイス製造業

Ａ　電子部品・デバイス製造業

22 輸送用機械器具製造業

Ａ　自動車・同付属品製造業 Ｄ　航空機・同付属品製造業
Ｂ　鉄道車両・同部分品製造業
Ｃ　船舶製造・修理業、舶用機関製造業 Ｆ　その他の輸送用機械器具製造業

23 精密機械器具製造業
Ａ　計量器・測定器・分析機器・試験機製造業
Ｂ　計量機械器具製造業
Ｃ　理化学機械器具製造業

Ｄ　工学機械器具・レンズ製造業 9
Ｅ　眼鏡製造業
Ｆ　時計・同部分品製造業

24 その他の製造業

Ａ　貴金属・宝石製品製造業
Ｂ　楽器製造業
Ｃ　がん具・運動用具製造業
Ｄ　ペン・鉛筆・絵画用品・その他の事務用品製造業
Ｅ　装身品・装飾品・ボタン・同関連品製造業
Ｆ　漆器製造業
Ｇ　畳・傘等生活雑貨製品製造業
Ｈ　武器製造業
Ｉ　他に分類されない製造業

8

9

Ｅ　産業用運搬車両・同部分品・付属品製造業 10

11

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■ 八戸市「平成１９年度中小企業現況調査」調査票                                     

 

中小企業現況調査（製造業） 
 

 当調査は、八戸市で行う平成１９年度中小企業現況調査に基づき実施するものです。ご記入いただいたお名前、

ご住所等の個人情報は、本調査のみに使用いたします。なお、調査委託団体である青森県中小企業団体中央会で

は、お預りした個人情報を厳重に管理して参ります。※法人市民税調査、商業統計調査ではございません。 

 

★☆★ご回答にあたりまして★☆★ 

１．調 査 時 点：平成１９年４月１日現在の現況をご記入下さい。 

２．返送期限及び方法：平成１９年７月６日までに同封の返送用封筒又はFAX(0178-43-6527)でご回答下さい。 

３．お問い合わせ：この調査についてのお問い合わせは下記にお願いします。 

青森県中小企業団体中央会八戸支所（古川、鹿内）TEL：0178-43-6525 

 

 

①企業名                    ②代表者名                    

 

③所在地                                             

 

④設立年月日       年       月  ⑤従業員数                  名 

 

⑥資本金                 円  ⑦主要な取扱商品                 

 

⑧電話番号                   ⑨ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ                    

 

⑩記入者 役職名                氏名                       

 

 

・以下の設問に当てはまる項目に○を付して下さい。 
 

Ⅰ 売上動向について（現況について） 
 

① 大幅増加（10％以上）  ② 増加（10％未満）    ③ 横ばい  
 

④ 減少（10％未満）    ⑤ 大幅減少（10％以上） 
 

 

①、②と回答した方、その主な要因についてお応え下さ

い。（２つ以内） 
 

ア．海外需要の増加 
 

イ．国内需要の増加 
 

ウ．新商品・製品の開発 
 

エ．仕入コストの低下等取引条件の改善 

 

オ．その他 

 

 

 

 

④、⑤と回答した方、その主な要因についてお応え下さ

い。（２つ以内） 
 

ア．需要の落ち込み 
 

イ．生産設備の不備 
 

ウ．新商品・製品の開発が滞った 
 

エ．単価の引き下げ等取引条件の悪化 

 

オ．その他 

 

 

 

 
 

 

参考資料（ 2 ） アンケート調査票 



■ 八戸市「平成１９年度中小企業現況調査」調査票                                     

 

Ⅱ 採算の動向について 

 

① 好転     ② 横ばい    ③ 悪化    ④ 大幅に悪化 

 

 

①と回答した方、その主な要因についてお応え下さ

い。（２つ以内） 
 

ア．生産設備の増強 
 

イ．生産方式の効率化 

 

ウ．従業員の能力の向上 

 

エ．販売単価の引き上げ 

 

オ．廉価な原材料の調達 

 

カ．人件費の切り下げ 

 

キ．その他経費の削減 

 

ク．従業員の削減 

 

 

 

 

③、④と回答した方、その主な要因についてお応え

下さい。（２つ以内） 

 

ア．売り上げの減少 

 

イ．売り上げ単価の下落 

 

ウ．原材料価格の上昇 

 

エ．人件費の増加 

 

オ．その他経費の増加 

 

カ．他社との競合 

 

キ．優秀な人材の減少 

 

ク．その他 

 

 

 

 

Ⅲ 主な取引先相手の動向について 

 

①過去 

 

ア．ほとんどが市内 

 

イ．ほとんどが県内 

 

ウ．県内、市内が半  々

 

エ．ほとんどが県外 

 

オ．県内、県外が半  々

 

カ．市内、県外が半  々

 

キ．ほとんどが海外 

 

ク．国内と海外が半  々

 

ケ．その他 

 

 

②現在 

 

ア．ほとんどが市内 

 

イ．ほとんどが県内 

 

ウ．県内、市内が半  々

 

エ．ほとんどが県外 

 

オ．県内、県外が半  々

 

カ．市内、県外が半  々

 

キ．ほとんどが海外 

 

ク．国内と海外が半  々

 

ケ．その他 

 

 

③今後の見通し 

 

ア．ほとんどが市内 

 

イ．ほとんどが県内 

 

ウ．県内、市内が半  々

 

エ．ほとんどが県外 

 

オ．県内、県外が半  々

 

カ．市内、県外が半  々

 

キ．ほとんどが海外 

 

ク．国内と海外が半  々

 

ケ．その他 

 

 

 

 



■ 八戸市「平成１９年度中小企業現況調査」調査票                                     

 

・資本金額３億円超、かつ従業員数が３００名以上の企業に該当される方のみ、地場中小企業との連携について

どうお考えかお応え下さい。 

 

① 考えていない。       ② 現在は必要ないが将来はあるかもしれない。 

 

③ 考えているが適当な企業が見つからない、又は相談窓口がわからない。    

 

④ 既に連携をとっている。 

 

 

①と回答した方のみ、主な理由についてお応え下さ

い。 

 

ア．技術力、人材不足 

 

イ．納期が心配 

 

ウ．単価が高い 

 

エ．その他 

 

 

 

 

④と回答した方のみ、主な理由についてお応え下さ

い。 

 

ア．技術力、人材が豊富 

 

イ．納期の遵守 

 

ウ．単価が相応 

 

エ．その他 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 自社商品・製品について 

 

・取引先の商品の理解度についてお応えください。 

 

① 十分に理解されている。   ② ほぼ理解されている。 

 

③ 理解が不足している。    ④ 理解が非常に不足している。 

 

 

③、④と回答した方、その主な要因についてお応え

下さい。（２つ以内） 

 

ア．品質の不足 

 

イ．輸送コスト 

 

ウ．人材の不足 

 

エ．説明不足 

 

オ．商品開発力不足 

 

カ．施策の不足 

 

 

 

左記でオ．に○を付した方のみお応え下さい。 

（２つ以内） 

 

(１)販路開拓に自信がない 

 

(２)開発担当の人材がいない 

 

(３)開発資金を調達できない 

 

(４)支援研究機関等がない 

 

(５)その他 

 

 

 

 

 

 



■ 八戸市「平成１９年度中小企業現況調査」調査票                                     

 

Ⅴ 今後の売上の見通しについて 

 

① 増加       ② 横ばい      ③ 減少       ④ 大幅な減少 

 

 

Ⅵ 今後の採算の見通しについて 

 

① 好転       ② 横ばい      ③ 悪化       ④ 大幅に悪化 

 

③、④と回答した方、その主な要因についてお応え下さい。（２つ以内） 

 

ア．売り上げ単価の下落             イ．売り上げの減少 

 

ウ．原材料の価格上昇              エ．人件費の増加 

 

オ．その他の経費の増加             カ．他社との競合 

 

キ．その他 

 

 

 

 

 

Ⅶ 今後重要とお考えの項目について（３つ以内でお応え下さい） 

 

① マーケティング       ② 人件費、家賃等のコスト面    ③ 資金面 

 

④ 労働力の確保        ⑤ 人材育成            ⑥ 新製品開発 

 

⑦ 仕入、外注費の原価上昇   ⑧ 受注単価、販売単価の低下    ⑨ 設備投資 

 

⑩ その他 

 

 

 

 

上記の課題に対し、①「御社で具体的にどのような取り組みを行っているか」、また、そのために②「行政に求

める施策等、行政に対する自由な意見」をお応え下さい。 

① 

 

 

 

 

② 
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・一般消費者へ御社商品をＰＲしたいとお考えの方は、お応え下さい。 
 

Ⅷ 商標登録、地域団体商標登録について  

 

地域団体商標登録とは

地域団体商標とは、商標法において、地域の名称と商品又は役務の名称を普通に用いられる方法で表示す

る文字のみからなる商標（例えば「八戸せんべい汁」等）であり、一定の範囲で周知（隣接都道府県に及

ぶ程度）されていることを条件とし、事業協同組合、農業協同組合等が商標登録を受けるものをいいます。

 

・商標登録、地域団体商標登録についてお応えください。 

 

① 現在、商標登録している商品・製品がある。                     

   商標名  商標登録の効果： 

 

 

② 現在、商標登録している商品はないが、既存の技術、商品を用いて商標登録又は地域団体商標登録に向け、

現在取り組んでいる、又は今後取り組む予定がある。 

 

③ 新商品開発を検討しており、新商品を用いて商標登録又は地域団体商標登録を考えている。 

 

④ 商標登録・地域団体商標登録したい商品はないが、興味がある。 

   具体的な内容： 

 

⑤ 商標登録・地域団体商標登録について特に興味がない。 

 

・事業協同組合、農業協同組合、漁業協同組合、その他組合等への加入状況についてお応えください。 

 

① 加入している  ② 加入する予定である  ③ 設立する予定である  ④ 加入しておらず、加入する予定もない。 

 

 

Ⅸ 三圏域連携 「三圏域 食を活かす事業」について 

 

「三圏域 食を活かす事業」とは

八戸市・久慈市・二戸市が連携して、圏域内での地産地消、農林水産品等の情報発信及び販売促進を図るため

に、新たな商品開発等を実施し、圏域内の農林水産業の活性化及び地域ブランドの確立を目的としています。

 

・「三圏域 食を活かす事業」の販売促進事業について、関心があるものについてお応えください。（複数回答可） 

 

① 既存の商品の組み合わせによる新たな商品パックの開発 （例：八戸のイカ、久慈の秋鮭、二戸の雑穀のパックをつめた冷凍シリーズ） 

 

② 一つの商品にスポットを当てた三圏域一体となっての商品の販売戦略 （例：二戸の雑穀ラーメンに八戸の○○、久慈の□□をトッピングした商品） 

 

③ 三圏域の地元素材を活用しての加工品等の新たな商品開発    

 

④ 三圏域での物産フェア    ⑤ 首都圏での物産フェア     ⑥ 特に関心がない 

 

ご協力ありがとうございました。 

返信用封筒又はFAX：0178-43-6527にてご回答方お願い申し上げます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（訪問者 ）

① 企業名

② 所在地 ③ 代表者名

④ 設立年月 年 月 ⑤ 従業員数 人

⑥ 資本金 円 ⑦ 主要な取扱商品

⑧ 電話番号 ⑨ ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

⑩ 面談の相手方 役職名 氏名

↑↑↑ ↑↑ ↑ → ↓ ↓↓ ↓↓↓

     した支援制度」、「行政へ要望する制度」について

参考資料（3）　ヒアリング調査票

中　小　企　業　現　況　調　査　

　(2)経営課題対策で「これまでに利用したことのある支援制度・時期・効果」、「利用を検討

　(3)経営課題対策で、重視する情報収集の媒体、相談相手について

Ⅰ(1)現況について

　(3)地域団体商標登録・商標登録・地域資源活用プログラムに対しての意向について

Ⅳ(1)経営課題について　　「ヒト」、「モノ」、「カネ」、「情報」等の観点

  (2)現況の要因となっているもの、それに向けた具体的な取組について

Ⅱ主な取引先相手の動きについて　（過去～現在～今後）

【ヒアリング調査様式】

Ⅲ(1)強みのある技術、自社商品、製品について

　(2)新商品を含め、今後の自社商品の展開について



地域資源 商標登録 融資制度等

雇用 中央会 他

※パンフ配布状況。配布した場合に○を付して下さい。

    度」、「行政へ要望する制度」について

Ⅷ訪問者所感

　(2)今後の事業展開で支障となっていることについて　（ハード、連携先、相談先等）

Ⅴ(1)今後の事業展開について　

　(3)事業展開で「これまで利用したことのある制度・時期・効果」、「利用を検討した支援制

Ⅶその他・行政への要望について

Ⅵ雇用について　　（過去～現在～今後）
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